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裏面 感染対策、教職員の服務について  

国
の
35
学
級
に
あ
わ
せ
、

市
独
自
の
今
後
の
拡
大
を 

枚
方
教
組
は
、
２
月
５
日
に
市
教

委
に
対
し
て
「
国
の
35
人
学
級
計

画
に
伴
う
、
枚
方
市
の
少
人
数
学
級

拡
大
の
要
望
書
」
を
提
出
、
上
位
学

年
へ
の
少
人
数
学
級
・
ダ
ブ
ル
カ
ウ

ン
ト
の
拡
充
を
求
め
ま
し
た
。 

 

国
の
計
画
で
は
、
２
０
２
１
年
度

か
ら
小
学
２
年
生
か
ら
順
次
５
年

計
画
で
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
の
計
画
に
伴
い
、
今
後
、
３
・

４
年
生
の
市
独
自
の
35
人
学
級
の

学
年
が
、
国
の
35
人
学
級
に
置
き

換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

子
ど
も
も
教
職
員
も
、
人
間

ら
し
く
、
充
実
で
き
る
学
校
に 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
分
散
登
校
で
の
20

人
学
級
状
態
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て

も
、
教
職
員
に
と
っ
て
も
人
間
ら
し

い
環
境
で
、
学
ぶ
喜
び
や
、
触
れ
合

う
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
、
本
来
の
学

校
の
姿
を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

国
の
35
人
学
級
計
画
を
待
つ
だ

け
で
な
く
、
枚
方
独
自
の
措
置
を
今

後
継
続
、
拡
大
し
て
い
く
こ
と
こ

そ
、
教
職
員
も
確
か
な
や
り
が
い
を

感
じ
な
が
ら
、
人
間
と
し
て
も
充
実

 
 

 
な
く
当
た
り
前
に
時
間
外
勤
務
が

あ
る
な
ど
の
な
か
で
、
心
も
体
も

健
康
を
害
す
る
よ
う
な
働
き
方
が

敬
遠
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
他
な
り

ま
せ
ん
。 

大
規
模
校
解
消
、
統
廃
合

の
方
針
の
抜
本
見
直
し
を 

 

こ
の
間
の
対
市
交
渉
の
中
で
も

市
教
委
は
少
人
数
学
級
拡
大
の
課

題
と
し
て
、
大
規
模
校
の
教
室
不

足
な
ど
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
国
の
35
人
学
級
計
画

に
伴
い
、
施
設
条
件
の
課
題
解
消

は
避
け
て
通
れ
な
く
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
将
来
目
標
と
し
て
文
科
省

が
掲
げ
る
30
人
程
度
の
学
級
を

見
通
し
た
、
施
設
整
備
計
画
が
求

め
ら
れ
ま
す
。 

 

２
０
１
６
年
に
策
定
さ
れ
て
い

る
市
内
11
小
中
学
校
の
大
規
模

な
学
校
統
合
の
基
本
方
針
（
施
設

一
体
型
の
小
中
一
貫
校
計
画
を
含

む
）
は
、
中
北
小
・
高
陵
小
以
外
は

棚
上
げ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
35
人
学
級
や
コ
ロ
ナ
対

策
以
前
の
計
画
の
ま
ま
今
後
も
具

体
化
す
る
こ
と
は
、
現
実
と
全
く

合
致
し
ま
せ
ん
。
抜
本
的
な
見
直

し
こ
そ
求
め
ら
れ
ま
す
。 

  

教
育
の
集
い
大
阪
２
０
２
０
・

教
科
別
分
科
会
、
問
題
別
分
科
会

が
１
月
17
日
、
24
日
に
予
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
受
け
、
見
送
ら
れ
て
い
ま

し
た
。 

 

こ
の
た
び
、
大
教
組
教
文
部
教

研
と
し
て
、
分
科
会
を
リ
モ
ー
ト

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

参
加
に
つ
い
て
は
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
登
録
フ
ォ
ー
ム
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
各
分
科
会
の
10
日
前
ま
で
に
、
登

録
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

詳
し
く
は
、
枚
方
教
組
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
な
ど

は
、
ほ
か
に
広
げ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

し
て
働
け
る
学
校
が
実
現
で
き
ま

す
。 

大
阪
府
も
、
他
府
県
な
み

に
、
独
自
の
少
人
数
学
級
を 

全
国
で
は
35
人
以
下
学
級
の
実

施
は
当
た
り
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

秋
田
県
は
中
学
校
ま
で
30
人
程
度

に
な
る
よ
う
に
講
師
配
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。
福
井
県
で
は
、
小
学
校

は
35
人
程
度
、
中
学
校
は
30
人
程

度
の
学
級
。
山
梨
県
は
、
小
１
・
２

で
30
人
学
級
、
小
３
以
上
で
35
人

学
級
を
実
施
市
、
さ
ら
に
25
人
学

級
導
入
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い

ま
す
。 

 

文
科
省
統
計
で
も
全
国
の
小
学

校
の
９
割
は
す
で
に
30
人
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

 

少
人
数
学
級
を
実
現
し
て
い
る

秋
田
県
な
ど
で
は
、
学
力
向
上
、
不

登
校
減
少
な
ど
以
外
に
も
、
子
ど
も

の
発
表
や
話
し
合
い
が
増
え
る
、
自

己
肯
定
感
が
全
国
平
均
を
大
き
く

上
回
る
。
教
職
員
に
と
っ
て
も
、
き

め
細
か
な
指
導
が
で
き
る
、
心
の
ゆ

と
り
が
で
き
る
と
し
て
い
ま
す
。 

大
阪
府
、
枚
方
市
で
の
独
自
の
少

人
数
学
級
拡
大
の
取
り
組
み
は
、
子

ど
も
、
保
護
者
、
現
場
教
職
員
に
と

っ
て
も
共
通
の
要
求
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

「教
員
確
保
」の
た
め
「実
効

あ
る
働
き
方
改
革
」こ
そ 

 

少
人
数
学
級
拡
大
計
画
に
対
し

て
「
人
材
確
保
が
課
題
」
を
懸
念

す
る
声
も
聴
か
れ
ま
す
。 

 

講
師
不
足
で
「
穴
あ
き
」
も
深

刻
で
、
採
用
試
験
の
倍
率
低
下
も

取
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。 

 
抜
本
的
な
解
決
の
た
め
に
も
、

業
務
の
大
胆
な
見
直
し
を
柱
と
す

る
「
実
効
あ
る
働
き
方
改
革
」
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

講
師
不
足
も
、希
望
者
減
少
も
、

教
職
員
の
業
務
の
困
難
さ
、
他
職

を
上
回
る
長
時
間
勤
務
、
手
当
も
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教
育
の
つ
ど
い
大
阪
２
０
２
０
・
代
替
企
画 

大
教
組
教
文
部
教
研
分
科
会
を
開
催 

   

枚方教組ホームページ 

ＬＩＮＥアカウントの登録を 
  

枚方教組ホームページ、ＬＩＮＥ公式アカウ

ントに、枚方の教育や、学校にかかわる重要

な情報がたくさんアクセスできます。 

 また、教育講座などのお知らせも、入手で

きます。 

 ぜひ、登録していただいて、様々な取り組

みに参加して下さい。 

 組合員以外の方も大歓迎です。 

「国
の
35
人
学
級
計
画
に
伴
う
、
枚
方
市
の
少
人
数
学
級
拡
大
の
要
望
書
」を
提
出 

市
独
自
の
少
人
数
学
級
、
Ｗ
カ
ウ
ン
ト
の

上
位
学
年
へ
の
拡
大
を 

要望書 主な項目 

１．ダブルカウントを維持し、中学

校へも拡大を。 

２．国計画に合わせ、上位学年に 35

人学級の拡大を 

３．講師不足対策、人材確保対策か

らも実効ある「働き方改革」を

進めること。 

４．35人学級が可能となるように、

学校施設の整備計画を策定す

ること。 

５．「学校規模等適正化基本方針」

の抜本的な見直しを。 

６．「施設整備計画」「学校規模等適

正化計画」の策定や、実施に当

たっては、十分な情報提供、や

理解を得る取り組みを。 


